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募
　
　
集

催
　
　
し

講
座・教
室

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
度
、
町
立
伊
野
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
、
平
成
25
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
県
内
の
市
町
村
立

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
か
ら
、
選
考
委

員
会
で
の
選
考
を
経
て
文
部
科
学

省
に
推
薦
さ
れ
、
特
に
優
れ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

伊
野
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の

活
動
を
は
じ
め
、
読
み
聞
か
せ
や

文
集
「
あ
ら
び
こ
」
の
編
集
・
発

行
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
「
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
と
運
動

遊
び
」
に
取
り
組
ん
だ
り
、
家
庭

教
育
学
級
の
企
画
な
ど
保
護
者
の

学
習
機
会
の
提
供
に
も
努
め
て
き

ま
し
た
。
保
護
者
間
で
は
ス
カ
ッ

シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
深

め
、
他
幼
稚
園
や
教
職
員
と
の
交

流
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
を
契
機
に
今
後
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
と
な

り
、
園
児
の
す
こ
や
か
な
成
長
に

寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課
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ニュース

救
急
フ
ェ
ア
開
催

仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

　

９
月
８
日
、
道
の
駅
６
３
３
美

の
里
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
、

救
急
医
療
週
間
に
伴
う
救
急
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
救
急

フ
ェ
ア
は
、
救
急
車
の
適
正
利
用
、

救
命
処
置
の
必
要
性
の
理
解
と
啓

発
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
い
の
町
消
防
団
吾
北

方
面
隊
の
女
性
消
防
団
員
、
田
岡

佐
奈
さ
ん
、
和
田
真
弥
さ
ん
に
一

日
救
急
隊
長
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
、
風
船
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配

布
な
ど
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
の
優
れ
な
い
中
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
の
も
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
心
肺
蘇
生
法
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
の

消
防
団
行
事
予
定

11
月
８
日（
金
）

　

高
知
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

　

（
高
知
県
消
防
学
校
）

11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

伊
野
・
吾
北
・
本
川
の
各
方
面

隊
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

11
月
９
日（
土
）

　

こ
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　

（
長
沢
小
学
校
）

11
月
10
日（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
秋
季
消
防
演
習

（
高
知
県
消
防
学
校
）

11
月
25
日（
月
）

　

消
防
団
１
２
０
年
・
自
治
体
消

防
65
周
年
記
念
大
会

（
東
京
ド
ー
ム
）

お知らせ

秋
の
火
災
予
防
運
動

始
ま
る

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
、ま
た
、い
っ
た
ん
火
災
が
発

生
す
る
と
急
速
に
延
焼
拡
大
し
、

大
規
模
火
災
に
な
る
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。毎
年
こ
の
時
期
に

改
め
て
、住
民
の
皆
さ
ん
に「
火
の

用
心
」に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、火
災
予
防
思
想
の
普
及

並
び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、11
月
９
日（
土
）を「
一
一
九
番

の
日
」と
定
め
、11
月
15
日（
金
）ま

で
の
一
週
間
、『
消
す
ま
で
は　

心

の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』の
防
火

標
語
の
も
と
全
国
一
斉
に
秋
季
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

仁
淀
消
防
署
管
内
で
は
、１
月

か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、建
物
火
災

４
件
、車
両
火
災
２
件
、林
野
火
災

１
件
、そ
の
他
火
災
４
件
と
合
計

11
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

－

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

－

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

　

毎
年
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
、
消
し
忘
れ
、
寝

た
ば
こ
な
ど
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

寒
さ
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
ま
す

が
、
使
用
前
に
は
必
ず
点
検
整

備
を
行
い
正
し
い
使
い
方
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
温
度
は
１
８

０
度
、
こ
の
温
度
に
達
す
る
時

間
は
約
５
分
、
天
ぷ
ら
油
が
自

然
発
火
す
る
温
度
は
約
３
６
０

度
、
そ
の
温
度
に
達
す
る
時
間

が
約
15
分
～
20
分
。
コ
ン
ロ
使

用
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合

は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
４
つ
の
対
策
】　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
を

設
置
す
る
。

　

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成
23

年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住

宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
寝
具
や
衣
類
に
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

延
焼
拡
大
を
防
ぐ
。


